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緒 言

余は曩に第一編に於て骨髓潅流 に より鈎 虫

症患者血清による赤血球骨髓内抑留,並 びに

骨髓エキスによる赤血球骨髓外放出が,特 異

な構造を有 する,骨 髓血管の收縮並 びに拡 張

による影響が重大因子なることを提 唱 した.

而 して第二編に於 て植物神経毒の骨髓潅流 に

よつて,骨 髓血管を收縮,拡 張 せ しめて,主

として血管作用が骨髓 よ りの血球游出の減 少
,

又は促進を支配す ることを証明 した.

教室藤井19,10)は骨髓 エキスによる二期性赤

血球増多 の現象が肝,脾 に関係な く,網 内系

の健全 なるを要す ることを見,こ れは中村22)

の赤血球 ス トローマに於け る造血促進作用が,

肝脾並びに網 内系の健全 なるを要す るど云 う

事実 とは相違 している.

一方 ,鈎 虫症患者血清に於 ては,教 室佐久

間6)は アル コール,エ ーテル抽出物を網内系

填塞家 兎に注射 せ るも正常家兎に現 はれた様

な貧血発現 を認めない こと,又 脾の存在が必

ず しも必要でない点 よ り,脾 以外 の網内系の
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機能 の健在が不可欠の要件であると結論 して

い る.

か くの如 く網 内系機能 と骨髓 エキス及 び鈎

虫症 患者血 清による血球の増減 との間に関係

のあ ることは明 らかである.骨 髓は網内系に

属 し,特 に骨髓 の広範 なる部位を占め る静脉

竇 の壁はその主要な る部分を 占め,造 血 と網

内系 との間 に密接 なる関係 の存 す ることにつ

いては,古 来幾多の文献あ り,現 今斯界 の汎

く認め る所 である.よ つて余 も網内系を墨汁

によつて填塞す ることによ り,そ の機能 を障

碍 し,前 二者及 び諸種植物神経毒に よつて骨

髓潅流試験 を行い,第 一,二 編の実験成績に

徴 して骨髓 に於け る影響 を知 らんとして本回

の実験 を試 みた.

實 驗 材 料

1) 鈎 虫症 患 者血 清:当 科 入 院 の鈎 虫症

患 者(赤 血球 数275万,血 色素 量45%,着 色

係 数0.83)の 血 清 を 無 菌 的 に分 離 して用 い

た.

2) 骨 髓 エ キ ス:第 一編 に於 け る と同様.

3)植 物 神経 毒:ア ドレナ リン,ア トロ

ビン,ギ ネル ゲ ン,ビ ロカル ビンは第 二 編 と

同様.

實 驗 方 法

1) 家 兎網内系の填塞操作:鳩 居堂製紅

花墨 を表 面平滑 な雨畑硯で,生 理的食塩水を

用いて徐 々に研磨 した.濃 度を一定にす る為

に毛筆を以 て和紙 に書字 し,下 に置いた活字

印刷を辛 じて透見 し得 る程度 とし,一 時に多

量作 つて氷室中に貯 へてお ぎ,用 に臨んで濾

紙で濾過 した後, 60℃ 30分 間加 温 滅 菌 し,

家 兎体重当瓩5.0竓 を1日1回10日 間耳翼辺

縁静脉内に徐 々に注入 した.

2) 大腿骨 々髓潅流方法:第 一,二 編 と

同様.

實 験 成 績

1) 鈎虫症 患者 血清群(填 塞家 兎)(第 一表,

第一図)

第一表　鉤虫症患者血清群(網内系填塞家兎)

第 一回　鉤 虫症患者血清群(網 内系填塞家兎)

No. 15, 16の 何れ も赤血球数 は大腿骨栄養

静脉並びに股 動 脉血 に於 て最大20万 以内の

動搖を以 つて経過 し,又 網赤血球実数は大腿

骨栄養静脉血にて3～4万 以 内,股 動 脉血で

は2～8万 の動搖 を見,共 に正 常 家 兎潅流の

場 合に栄養静脉血中に起つた様な一過性の減

少は全 く見得 なかつた.栄 養血管 の状態も正

常家 兎の様 な收縮 を見ず,注 射前か らがなり

の拡張 を見,採 血時栄養静脈か らの血液流出

は始終良好で,寧 ろ止血が遅延す る傾向さえ

あつた,



骨髓の赤血球抑留並びに動員に関する実験的研究 　 449

2) 骨髓 エキス群(填 塞 家 兎)(第 二表,

第二図)

第二表　骨髓エキス群(網 内系填寒家兎)

第二図　骨髓エキス群(網 内系填塞家兎)

No. 18

No. 19

本群に於て も,赤 血球数 並びに網赤血球実

数に著明な変動 な く,正 常家兎潅流時 に見 た

赤血球の一時的増 多は見 られなかつた.即 ち

No. 18を 観察するに大腿骨栄養静脉に於 て注

射後1, 2, 4時 間 目に14～18万(4.7%以 下)

の赤血球数増多を示すのみで,網 赤血球実数

の変動も殆 んど認 むべ きものは なか つた.

No. 19で も増加 の傾 向は毫 も現 われない.大

腿骨栄養静脉は注射前か ら既に多少拡張 して

お り,注 射後更に拡張す る等の変化は認 め得

なかつた.

3) ア ドレナ リン群(填 塞家 兎)(第 三表,

第三図)

第三表　ア ドレナ リン群(網 内系填塞家 兎)

第三図　 ア ド レ ナ リ ン 群

(網 内系填塞家 兎)

No. 50

No. 51
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正常家 兎潅流に於て,注 射後2～3時 間 目に

起つた一過性 の赤血球増加は本群に於ては全

く現 われず, No. 50を 見 るに栄養静脉血 の赤

血球数,網 赤血球実数共 に股動脉血 と殆ん ど

並行 し, No. 51も 同様で両側共 にそれ等 の動

搖は見 られない.正 常家 兎群に見 られた注射

直後 の栄養血管の著明な收縮及 びそれに相当

した栄養静脉血 中の血球減少は全 く現われず,

血液 の湧出は始終良好 であつた.

4) ア トロピン群(填 塞家兎)(第 四表,第

四図)

第 四表　 ア トロピン群(網 内系填塞家兎)

本群に於て も,正 常家兎群に現はれた栄養

静脉血 に於け る一過性の赤血球数並びに網赤

血球実数 の一過性 増 加 は現 われ ない.即 ち

No. 44及 び45共 に認むべ き動 搖 を見 ず僅か

なが ら減 少 し,略 ぼ股動脉血赤血球数の経過

に並行 して推移 してい る.網 赤血球 も赤血球

の消長 と同様であ る.大 腿骨栄養 静脉は注射

前 よ り可成拡張 していて,注 射後認むべ き変

化 はなかつた.

5) ギネル ゲン群(填 塞家兎)(第 五表,第

五図)

本群に於 ても多少の動搖 を示すが,正 常家

兎 に於 ける一過性赤血球増加は殆 んど見 られ

ない. No. 49に て注射後30分 目に19万 の赤

血球増加 を示 す も4.8%に 過 ぎず, No. 48に

ては動静脉血共 に略並行 して推移 してい る.

又網赤血球にては動静脉血共 に何れも殆 んど

動搖を見 ない.栄 養血管は露出時既 に相当の

拡張 を見,採 血 に際 して血液湧出良好で,ギ

ネル ゲン注射 の影響は認め得 なかつた.

第 四 図　アトロピン群(網 内填塞家兎)

No 44

No 45

第五表　ギネルゲン群(網 内系墳塞家兎)
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第五 図　ギネルゲン群(網 内系填塞家兎)

No. 48

No. 49

6) ピロカルピン群(填 塞家兎)(第 六表,

第六図)

本群で も以上各例 と同様,正 常家 兎群に於

ける様 な一過性の赤血球増加は全 く起 らない.

 No. 46に 於て大腿骨栄養静脉血 の赤血球数は

14万以内の範圍を動搖 しているのみで,正 常

家兎に於て注射 後30分-1時 間 後に現われ

た赤血球増加 は毫 も起 らない. No. 47は 動静

脉血 の赤血球数が並行 して動搖 している.網

赤血球は各例共動静脉血,互 に略並行 した消

長 を示 してい る.栄 養血管 の状態は前述 の填

塞家 兎の各例 と同様で露出時既に拡張 してお

り,正 常家 兎栄養血管 の様 にピロカルピン注

射に よつて拡張 を来 さない.

第六表　ピロカル ピン群(網 内系填塞家 兎)

第 六図　ピロカルピン 群(網 内系填塞家兎)

No 46

No. 47

総括並びに考按

余 は網内系を墨汁 によつて填塞 した家兎を

用いて,正 常家 兎骨髓 に血球を抑 留,又 は游

出せ しめ る作 用のある鈎 虫症 患者血清及 び骨

髓 エキス,又 骨髓血管 を收縮 拡張せ しめ る

植物神経毒を以て骨髓潅流試験を行つた.以

上 の成績 を総括すれば以下 の如 くである.

1) 鈎 虫症患者血清を以て網 内系填塞家兎

大腿骨 々髓 の潅流試験 を施行す るも大腿骨栄

養静脉血 に於 け る一過性赤血球減 少は毫 も現

わ れず,又 網赤血球実数 の増減 も現 われなか

つた.

2) 骨髓 エキスによる網 内系填塞家兎の大

腿骨骨髓潅流試験 に於ては,大 腿骨 々髓栄養

静 脉血 中に一過性の赤血球並びに網赤血球増

多は認 め られなかつた.
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3) ア ドレナ リンによる網内系填塞家兎の

大腿骨々髓潅流試験 に於ては,該 骨髓栄養静

脉 血中の赤血球数並びに網赤血球実数 の認む

べ き変化 はなかつた.

4) ア トロピン及びギネルゲン,ピ ロカル

ピンによる網 内系填塞家 兎の大 腿骨 々髓 潅流

試験 に於 ては,該 骨髓栄養静 脉血中の赤血球

数並 びに網赤血球実数 の一過性増 多は認め ら

れなかつた.

5) 網 内系填塞家兎の大腿骨 々髓潅流 試験

に於 け る該栄養血管は各例 に於 て,既 に露出

時 より拡張 してお り,上 記種々物質 の注射 に

際 して も拡張又は收縮の反応を全 く示 さなか

つた.教 室副島29,30)は余 と同様 な実験 によ り

白血球 の態度 も赤血球 と軌を一にす ることを

観察 した.曩 に余 は第一,第 二編 に於 て,種

々物質 による骨髓潅流試験 に依て,血 球 の骨

髓 内抑 留,又 は骨髓 外への放出 の 主 因子は

骨髓血管 の收 縮 又 は拡 張 に よることを述 べ

た.此 れを本 回の成積 と勘合 すれば.か ゝる

反応は網内系墨汁填塞 によ り発現 しない こと

が察知 出来 る.

教室佐久間6)が 鈎虫症患者血清 は剔脾並び

に肝障碍家 兎に於 て著明な一過性 の貧血を惹

起せ しめ,網 内系填塞家 兎には斯か る貧血 の

起 らないのを見て,こ の貧血 発現 には脾以外

の網内系 の機能 の健在が不 可欠の要 件である

と述 べてい る.然 して該血清が直接骨髓 に作

用 した ものであることは内藤7)及 び余が骨髓

潅流試験 によ り実験証 明 した所であ るが,更

らに余 は これが骨髓 の血 管收縮作用の結果 で

あ ることを も究明 した.骨 髓 エキスに就いて

は教室藤井19,20)が家 兎赤 色骨髓 エキスの適 当

量 を正常家 兎の腹腔内に注射 して二期性の血

球増加 を見,且 つ この血球増加 は剔脾及び肝

障碍家 兎,剔 脾後肝障碍家 兎に も現 われ るが,

網 内系墨汁填塞家 兎には現 われないのを見,

本血球増加発現 は肝脾 に関係 な く,網 内系の

健全 なることを要す ると述 べ,余 は第一編 に

於 て骨髓 エキスが直接骨髓 に作用 して,骨 髓

血管 を拡張 せしめて静脉竇内の血球を骨髓外

に 放出す ることによ り第一次の血球増加が発

現 す ることを述 べた.

以上 の事 と本回の成績 とを勘合 すれば,鈎

虫症 患者血 清及 び骨髓 エキ スに よるか ゝる反

応は網 内系機能 の健全な ることを要すること

が容易に察知 出来 る.

即 ち以上 の佐久間6),藤 井19,20)の実験成績

は骨髓 の網 内系機能障碍に よる結 果であつて,

佐久間6)の 網内 系の如何なる部分が上記血清

による貧血 に対 して重大 な役割を演ずるか と

の疑問は此処 に於て解決 し得た.

又余 は第 二編に於 て,植 物神経毒を用いて,

骨髓潅流試験 を行い,該 物質を略特異的に骨

髓血管 に作用せ しめて收縮又は拡張せ しめ骨

髓 に於け る血球 の抑 留 び游出機転を究明し

たが,本 回の植物神経毒の実験 に よりか ゝる

血管作用 も亦骨髓網内系機能の健全 なること

を要す ることを知 り得た.

結 論

余 は網 内系墨汁填塞家兎に付 き,鈎 虫症患

者血清,骨 髓 エキス及 び植物神経毒 を用いて

大 腿骨 々髓 潅流 試験 を行 い以下 の結 果を得

た.

1) 家兎の網 内系を填塞す ると,上 記物質

に依 る栄養血管の收縮拡張が現 われない.

2) 家 兎の網内系を填塞ず ると,上 記物質

に依 る骨髓 の血球抑 留又 は游出の現 象が現わ

れない.

以上 よ り骨髓血管の收縮又 は拡張,引 いて

は骨髓 の血球抑 留又は游出の機転 に於ては,

骨髓網内系機能の健在が不 可欠 の要件である

ことを知 つた.

擱筆に臨み御指導と御援助を与えられた平木教授

に深謝する.

文献(巻 尾に一括掲載の予定)


